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陣馬自然公園センター　【相模原市藤野町佐野川659-3 ℡ 0426-87-5270】
しも

　１月：センター前の畑に、寒さや霜・

雪にも負けないで残っている野菜、山

からサル 5 ～ 6 頭が降りて来てそれを食

べ荒らしています。ダイコンを両手に

抱え山に戻って行く姿は登山者・観光

客もビックリしていました。
むひょう

　1 3 日に陣馬山頂では霧氷が見られま

した。

　2 3 日、センター周辺は雪になりまし

た。積雪は 10 ㎝、陣馬山頂では 20 ㎝で

した。
かんざくら

　冬枯れの山々ですが生藤山には寒桜
はな そ

が咲き、周辺に華やかさを添え、登山
つか いや

者の疲れを癒しています。

　２月：昨冬は降らなかった雪も今冬はよく降ります。

　3 日、早朝から降り続く雪、バスから降りるとセンター玄関前では

すでに 2 0 ｃｍの積雪、この状況では午後からはバスも運行を見合わせ

る予定。登山者は陣馬山頂から相模湖に下山予定。積雪はセンター周

辺 3 0 ｃｍ、陣馬山頂 4 0 ｃｍでした。

　6 日の午後からと 9 日にも雪が降りました。6 日の積雪は 5 ㎝程度で

したが、9 日の積雪はセンター周辺で 20 ㎝、陣馬山頂では 40 ㎝でした。

降り積もった雪はふんわ

りとサクサクしていまし

た。1 0 日は陣馬山頂を目

指す登山者でいっぱいと

なりました。登山者は前

日に降り積もった雪の登

山道に向かい山頂を目指

します。天候にも恵まれ

た山頂では景色も良く、

ソリで楽しむ子供達など

皆さん大満足で下山して

きました。
にぎ

　1 1 日もたくさんの登山者で賑わいました。前日に踏み固められて滑り

やすい状態の登山道でしたが、けが人もなく無事に下山してきました。

　登山道の日陰にはまだ雪が残っています。 足元に気をつけて登って

下さい。（荒井）

秦野ビジターセンター　【秦野市堀山下1513　℡0463-87-9300】
らんかい

　そろそろ早春の便り「アカガエルの卵塊が…」という話が聞こえて

くるころ。昨年、西山林道で発見したウジャウジャとオタマジャクシ
たま

がひしめき合っていた小さな池（水溜り？）には、もうそろそろ卵が

あるかもと期待しながらの

ぞいてみました。小さな池
おお

は、厚い氷が表面を覆い、カ

エ ル が 水 溜 り に 入 り 込 む
すきま

隙間も見当たらない状態で

した。取りあえずと近づい

てよく見ると、その中でう

ごめく影が…。カエルです。

１・２･ ･ ･４～５匹のカエル

がその氷の下の水中で動い
おす めす さか

ているのです。雄と雌なのか盛んに背中に乗りかかろうとしています。
のぞ

ということは、とさらに凍った水面を覗き込むと、ありました！ 卵
かたまり

の塊が氷の下に４つ。このカエルたちは春に早起きをして、卵を産み
おとず

に訪れ、そのまま氷の中に閉じ込められてしまったのでしょうか？　

さんらん

　ヤマアカガエルは例年まだ氷の張るころから産卵を始めるのですが、

それにしてもこの凍った水面と凍った卵塊、そしてなんだか間抜けに

も感じてしまう氷の下のカエル
きび

に、早春のイキモノの命の厳し
たくま

さと逞しさを教えてもらった気

がします。

　無事に生き残ることを祈りな

がら、時々このカエルの水溜り

をのぞいていきたいと思いま

す。（篠島）

宮ヶ瀬ビジターセンター 【清川村宮ヶ瀬940-15　℡046-288-1373】

　たくさんの「目」が集まれば、い

ろんな自然物を発見出来る！これが

観察会の楽しみでもあります。1 月

2 0 日（日）に自然教室「宮ヶ瀬湖畔

で冬の野鳥観察を楽しもう！」を開

催しました。講師に（財）日本鳥類

保護連盟の藤井氏をお迎えして、1 9

名の参加者とともに、じっくり冬の

野鳥との出会いを楽しみました。

　午前中に出掛けた宮ヶ瀬湖畔園地で
くしざ

は、参加者の方が、木の枝に串刺しにさ

れた昆虫を発見！みんなビックリです。
くしざ はんにん

昆虫を串刺しにした犯人はモズ。モズ

は小鳥の中でも動物性のエサを好み、
えもの

小さな名ハンターでもあります。獲物
はやにえ

を串刺しにした状態を早贄といいます。

バッタやカエル、時にはネズミが刺

さっていることもあるそうです。なぜ
くわ

そんなことをするのか、詳しいことは

よく分かっていません。早贄は秋

から冬にかけてよく見られるので
ちょぞうしょく

冬に備えた貯蔵食ではないかと

か、エサがとれ過ぎてしまったか
なわば えもの

ら、縄張りの目印、獲物を食べて

いたら外敵が近づいて逃げたか

ら、など色々な説があります。

鳥の姿だけでなく、鳥が残した
こんせき

痕跡を観察し、そこから色々なこ
めぐ

とに想像を巡らせてみるのも、鳥を知る第一歩になります。

あなたも、鳥たちが残した痕跡を探してみませんか？もしかしたら、
せいたい

今まで気付かなかった鳥の生態を知ることが出来るかもしれません。

（長澤）

綾瀬市から見た丹沢大山国定公園

相模原市から見た丹沢大山国定公園

モズ

早贄（はやにえ）

ヨシガモ　宮ヶ瀬では珍しい

カエルの卵塊

氷の下にカエルが・・・


